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第
十
一回
通
常
総
会
を
開
催

―

新
会
長
に
鶴
山
氏

活
動
の
方
針
を
示
す
―

五
月
二
十
九
日

（月
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
に
て
、
第
十

一
回
通
常
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
会
員
企
業

三
百
五
十
三
社

（委
任
状
二
千
三
十
七
社
）
が

参
加
し
、
中
村
憲
二
金
沢
税
務
署
長
を
は
じ

め
多
数
の
ご
来
賓
を
迎
え
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

進
行
は
青
年
部
会
副
部
会
長
の
音
谷
哲
朗

氏
の
司
会
に
よ
り
行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た
り

ご
尽
力
頂
い
た
退
任
役
員
の
方
々
を
は
じ
め
、

会
員
増
強
及
び
福
利
厚
生
制
度
の
普
及
に
好

成
績
を
収
め
た
団
体

・
支
部

・
功
労
者
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
令
和
四
年
度
中

に
開
催
さ
れ
た
定
例
研
修
会

へ
の
参
加
優
秀

者
と
し
て
三
十

に
精
勤
賞
が
授
与
さ
れ

一
　

続

い
て
、
北
村
哲
志
会
長
を
議
長
と
し
て

一
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ｉ
審
議
事
項
】

一
第

一
号
議
案
　
〈甲
和
四
年
度
事
業
報
告
及
び

一　
　
　
同
収
支
決
算
報
告

（案
）
承
認
の
件

”　

　

―

監
査
報
告
―

第
二
号
議
案

〈や
和
五
年
度
事
業
計
画
及
び

同
収
支
予
算
書
の
件

第
二
号
議
案
　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

（案
）
の
件

三
議
案
と
も
に
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た

後
、
新
役
員
に
よ
る
理
事
会
に
お
い
て
新
会

一

一
長
に
選
任
さ
れ
た
鶴
山
庄
市
会
長
か
ら
、
組

一
【
副
会
長

】

一
織

・
財
政
基
盤
の
強
化
の
た
め
会
員
増
強
及

一
　

井
上
英

一
郎

・
木
村
　
道
明

【
法
人
会
功
労
役
員

】

柿
本
　
自
如

・
北
村
　
哲
志

・
古
村
　
　
清

坂
井
　
正
靱

・
清
水
　
健
二

・
高
木
　
義
弘

高
桑
　
秀
治

・
田
川
　
　
豊

・
谷
口
　
　
敏

冨
木
　
隆
夫

・
畑
中
　
健
治

・
藤
澤
　
秀
紀

山
本
　
順
次

【
会
員
増
強
功
労
団
体

】

Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
株
式
会
社

金
沢
支
店

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

金
沢
支
社

内
灘
支
部

・
金
石

大
野
支
部

・
青
年
部
会

【
会
員
増
強
功
労
着

】

奥
村
　
昌
弘

・
西
野
　
公
夫

【
福
利
厚
生
制
度
功
労
支
部

】

田
上
支
部

【
理
　
事

】

荒
井
　
博
史

。
磯
野

奥
村
　
日日
弘

・
桶
谷

北
村
　
宜
大

・
木
谷

黒
田
　
朋
宏

・
越
原

高
桑
　
悟
志

・
竹
澤

中
村
　
康
彦

・
野
村

南
　
　
志
郎

・
村
木

【
酸
Π　
事

】

宇
都
宮
元
樹

・
小
鍛
治

西
川
　
　
寛

以
上
、
敬
称
略

（五
十
音
順
）

な
お
、
金
沢
法
人
会
活
動
の
重
責
を
担

っ

て
こ
ら
れ
た
北
村
哲
志
会
長
と
高
桑
秀
治
副

会
長
が
、
本
総
会
を
も

っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
金
沢
法
人
会
の
発
展
に
多
大

な
る
貢
献
を
し
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心

よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
メ
リ
ッ
ト
を
少
し
で
も

感
じ
ら
れ
る
法
人
会
に

令
和
五
年
五
月
二
十
九
日
（月
）
に
開

催
さ
れ
た
総
会
に
て
、
会
長
就
任
を
ご

承
認
頂
き
ま
し
た
。

北
村
前
会
長
が
折
に
触
れ
て
話
さ
れ

て
い
た
会
員
増
強
の
大
切
さ
、
ま
た
、

各
支
部
を
中
心
と
し
た
研
修
会

・
交
流

会
の
開
催
、
さ
ら
に
は
、
女
性
部
会
や

青
年
部
会
独
自
の
、
そ
し
て
特
色
あ
る

取
り
組
み
な
ど
、
会
長
に
就
任
し
て
再

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

役
員
、
会
員
の
皆
様
方
の
前
向
き
な

ご
協
力

。
ご
助
言
を
賜
り
、
様
々
な
活

動
を
通
じ
て
「法
人
会
会
員
だ
と
こ
ん

な
事
が
教
え
て
も
ら
え
る
ん
だ
！
」
「こ

ん
な
良

い
事
が
あ
る
の
か
―
」
と
感
じ

て
も
ら
え
る
組
織
に
少
し
で
も
な

っ
て

い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

び
福
利
厚
生
制
度

の
普
及
に
注
力
し
な
が
ら
、
一

活
性
化
を
推
し
進
め
る
と

の
方
針
が
示
さ
れ

一

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

総
会
後

に
は
、
会
員
企
業
百
八
十
社
が
参

一

加
し
て
懇
親
会
が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。　
　
一

役員改選が行われ、新会長に鶴山氏が選任された。

退任される北村会長に感謝状と花束が贈られた。

峰 幸 勝 寿 孝 啓 秀
榮  子 宏 志 朗 俊 悟 和

多  吉 松 鶴 小 蔵 柿 岡
賀  谷 本 賀 林 岡 本 田

直  哲 浩 雄 弘  一 真
昭  朗 平 子 昌 修 如 澄

金沢法大会

会長

鶴山 庄市

受
賞
者
の
皆
さ
ん

新
任
役
員
の
皆
さ
ん

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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記
念
謂
演
会

誇
り
高
き
日
本
の
未
来

請
師
／
政
治
評
論
家

・
作
家

竹
田

恒
泰
氏

総
会
に
先
立
っ
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
米
中
新
冷
戦
が
安
全
保
障
の
分
野
に
ま
で

¨

広
が
り
、
Ｇ
７
を
核
と
す
る
自
由
主
義
国
と
独

一

裁
主
義
国
の
ぶ
つ
か
り
合
い
の
様
相
で
す
。
口
　
”

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
台
湾
併
合
を
公
言

”

し
て
憚
ら
な
い
中
国
。
国
力
が
相
対
的
に
低
下

一

す
る
中
で
、
日
本
の
未
来
を
悲
観
す
る
声
も
聞

”

か
れ
ま
す
。
「で
も
、
こ
う
い
う
と
き
に
力
を

一

発
揮
で
き
る
の
が
、
ま
た
日
本
だ
と
思
う
わ
け

¨

で
す
」
と
竹
田
氏
。
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
、

”

日
本
人
が
気
付
い
て
い
な
い
日
本
人
の
強
み
に

一

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

※
　
※
　
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

経
済
成
長
と
い
う
発
想
す
ら
な
か
っ
た
日
本

】

を
目
覚
め
さ
せ
た
の
が
、
ペ
リ
ー
来
航
で
し
た
。
¨

開
国
後
は
富
国
強
兵
を
推
し
進
め
、
た
っ
た
半

一

世
紀
で
弱
小
国
か
ら
列
強
と
並
ぶ
大
国
へ
と
の

一

し
上
が
っ
た
日
本
で
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大

”

戦
で
全
て
を
失

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
度
は
マ
　
”

イ
ナ
ス
か
ら
の
再
出
発
で
し
た
が
短
期
間
で
復

興
を
遂
げ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
第
二
位
ま
で
上
り
詰

め
ま
し
た
。

日
本
は
逆
境
に
強
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
頑

張
れ
ば
経
済
大
国
に
な
れ
る
ほ
ど
国
際
社
会
は

温
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
明
治
期
の
最
大

の
輸
出
品
目
だ
っ
た
絹
糸
や
陶
磁
器
が
本
家
の

中
国
製
よ
り
売
れ
た
の
は
、
日
本
人
の
モ
ノ
づ

く
り
の
精
神
性
が
高
く
評
価
さ
れ
た
か
ら
。
良

い
モ
ノ
が
で
き
て
も
そ
こ
で
満
足
し
な
い
。
売

れ
て
稼
げ
ば
終
わ
り
で
な
く
、
さ
ら
に
良
い
モ

ノ
を
と
改
良
を
重
ね
努
力
を
続
け
る
。
あ
ら
ゆ

る
モ
ノ
づ
く
り
に
共
通
す
る
こ
の
部
分
が
日
本

の
急
成
長
を
支
え
た
の
で
す
。

私
た
ち
日
本
人
は
、
金
を
稼
ぐ
こ
と
以
上
の

価
値
を
仕
事
に
見
出
し
て
い
ま
す
。
「自
分
が

つ
く

っ
た
モ
ノ
で
多
く
の
人
を
幸
せ
に
し
た

い
」
。
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
仕
事
を
す
る

と
い
う
こ
と
が
軸
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
世
界
か

ら
称
賛
さ
れ
る
モ
ノ
づ
く
り
に
な

っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
国
を

「和
」
と
言
い
ま
す
が
、
孔
子

に
よ
る
と

「和
」
と
は
自
己
の
主
体
性
を
保
ち

な
が
ら
他
者
と
協
調
す
る
こ
と
で
す
。
普
段
は

自
由
に
振
る
舞

っ
て
い
て
も
、
い
ざ
と
な
れ
ば

秩
序
だ
っ
た
行
動
で
結
束
で
き
る
の
が
日
本
人
。

東
日
本
大
震
災
で
も
皆
が
誰
か
の
た
め
に
と
行

動
し
、
被
災
者
ま
で
が
譲
り
合
い
、
難
局
を
乗

り
越
え
て
い
こ
う
と
協
力
す
る
姿
が
世
界
を
驚

か
せ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
小
さ
い
時
か
ら

「他
者
の
た
め
に

生
き
る
こ
と
で
、
豊
か
で
幸
せ
な
人
生
を
歩
む

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
先
人
の
知
恵
を
教
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
も
の
す
ご
く
強
い

こ
と
で
す
。
そ
う
や
っ
て
育
っ
た
人
間
だ
か
ら

こ
そ
の
モ
ノ
づ
く
り
で
あ
り
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
「和
」
の
精
神
を
発
揮
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

※

　

※

　

※

こ
の
「和
」
の
精
神
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
？

日
本
で
は
、
三
世
紀
に
入
る
と
そ
れ
ま
で
多
く

出
土
し
て
い
た
戦
争
の
遺
構
が
ピ
タ
ッ
と
出
な

く
な
り
ま
す
。
百
以
上
あ

っ
た
国
の
統
合
が
そ

の
時
代
に
進
み
、
平
和
の
う
ち
に
話
し
合
い
に

よ

っ
て
生
ま
れ
た
国
が
今
の
日
本
で
す
。
「日

本
は
和
が
テ
ー
マ
で
で
き
た
国
」
と
竹
田
氏
。

一
方
、
「和
の
精
神
を
も

っ
て
世
界
か
ら
喜
ば

れ
る
モ
ノ
づ
く
り
を
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、

今
の
日
本
人
は
称
賛
に
値
す
る
モ
ノ
づ
く
り
を

し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
」
と
懸
念
も
示
さ
れ
ま

し
た
。
自
分
の
利
益
だ
け
を
追
求
す
る
よ
う
な

気
質
に
成
り
下
が
っ
て
し
ま
え
ば
、
も
は
や
そ

れ
は
日
本
で
は
な
い
と
も
。

先
の
大
戦
以
来
の
危
機
に
あ
る
と
言
わ
れ
る

中
、
こ
の
和
の
精
神
を
大
切
に
す
る
限
り
世
界

で
大
き
な
存
在
感
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ

と
い
う
自
信
を
得
ら
れ
た
講
演
で
し
た
。

日本にとつての強みである「不日の精神」のルーツ

を辿つた。

北
陸
税
務
連
絡
協
議
会
が
定
期
総
会
と

金
沢
国
税
局
幹
部
職
員
と
の
懇
談
会
を
開
催

九
月
二
十
八
日

（木
）
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

金
沢
に
お
い
て
第
十
九
回
北
陸
税
務
連
絡

協
議
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
北
陸
法

人
会
連
合
会
を
代
表
し
て
鶴
山
庄
市
会
長

と
村
井
啓
祐
専
務
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

定
期
総
会
で
は
、
本「
和
五
年
度
の
事
業

計
画
と
し
て

①
税
務
当
局
及
び
各
構
成

団
体
相
互
の
連
携
協
調
関
係
を
図
る
た

め
積
極
的
な
意
見
等
の
交
換

②
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
関
す
る
周
知

・広
報
へ
の
支

援

③
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
普
及
・拡

大
へ
の
支
援

④
租
税
教
育
の
充
実
へ
の
支

援
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

定
期
総
会
後
の
懇
談
会
で
は
、
宮
葉
敏

之
国
税
局
長
か
ら
北
陸
税
務
連
絡
協
議

会
の
構
成
団
体
が
行
う
各
種
広
報
活
動

や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
周
知
・広

報
へ
の
支
援
な
ど
つ
い
て
感
謝
が
述
べ
ら

れ
た
後
、
連
携
協
調
関
係
を
図
る
た
め
積

極
的
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

の
ご
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

鶴
山
会
長
は
、
北
陸
税
務
連
絡
協
議
会

の
構
成
団
体
が
相
互
に
連
携
し
て
活
動
を

行
い
、
税
務
当
局
と
の
協
調
関
係
を

一
層

深
め
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。
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金
沢
税
務
署
長
着
任
の
ご
挨
拶

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
に
向
け
て

一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

本琢 浩二 (もとづか こうじ)略歴
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
金
沢
税
務

署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
本
塚
で
ご
ざ
い
ま
す
。

金沢国税局総務部総務課 (採用 )

四日市税務署副署長

中川税務署副署長

金沢税務署特別国税調査官 (総合調査担当)

金沢国税局課税部審理官

金沢国税局課税部資産評価官

大野税務署長

金沢国税局課税部資産課税課長

金沢国税局徴収部管理運営課長

国税庁長官官房総務課監督評価官室金沢
派遣監督評価官室長

金沢税務署長 (現職 )

昭和61年 4月

平成25年 7月

26年 7月

27年 7月

28年 7月

29年 7月

30年 7月

令和元年7月

2年 7月

4年 7月
金沢税務署長

本塚 浩二5年 7月

公
益
社
団
法
人
金
沢
法
人
会
の
鶴
山
会
長

を
は
じ
め
と
し
て
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
会
活
動
を
通
じ
、
税

務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対
し
ま
し
て
深
い

御
理
解
と
多
大
な
御
支
援
を
賜
り
、
本
誌
を

お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
金
沢
税
務
署
と
金
沢
法
人
会
が

築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
信
頼
関
係
を
礎
と
し
、

皆
様
方
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、
職

務
を
遂
行
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

金
沢
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
活

動
の
変
更
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
中
に
お
い
て

も
、
「税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
、

「税
」
に
関
す
る
活
動
に
活
発
に
取
り
組
ま
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
租
税
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
学

ん
で
も
ら
う
た
め
の
「租
税
教
室
」
へ
の
講
師

派
遣

の
ほ
か
、
「学
童
教
育
用
図
書
」
購
入
費

用
の
寄
贈
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
社
会
貢
献

活
動
に
は
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
六
月
に
、
国
税
庁
に
お
い
て

公
表
し
た

「税
務
行
政

の
デ
ジ
ボ
ル

・
ト
ラ

ン
ス
フ
オ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
ー
税
務
行
政
の
将

来
像
二
〇
二
三
十
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従

前
の
「納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
」
と
「課
税

・

徴
収
事
務
の
高
度
化
等
」
に
加
え
、
新
た
に
「事

業
者
の
デ
ジ
ボ
ル
化
促
進
」
を
大
き
な
柱
と

し
、
こ
の
二
つ
の
柱
に
基
づ
い
て
施
策
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
新
た
に
追
加
し
た

「事
業
者

の
デ
ジ

ボ
ル
化
促
進
」
に
つ
い
て
は
、
国
税
に
関
す

る
デ
ジ
タ
ル
関
係
施
策
の
網
羅
的
で
分
か
り

や
す
い
周
知

。
広
報
や
、
関
係
団
体
等
と
も

連
携

・
協
力
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
機
運
醸
成

な
ど
、
事
業
者
の
デ
ジ
ボ
ル
化
を
促
進
す
る

政
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
御
承
知
の
と
お
り
、
本
年
十
月
か

ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

制
度
開
始
後
も
、
初
め
て
消
費
税
の
申
告
を

行
う
方

へ
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
消

費
税
の
申
告
を
行

っ
て
い
る
事
業
者
に
つ
い

て
も
、
制
度
に
不
慣
れ
な
方
が
多
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
丁
寧
に
説
明
を
行
う
こ
と
で
制

度
の
円
滑
な
定
着
に
向
け
て
柔
軟
な
対
応
を

心
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た
取

組
に
対
し
、
な
お

一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法
人

金
沢
法
人
会
の
益
々
の
御
発
展
と
、
会
員
企

業
の
御
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
着
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

4

署            長

筆 頭 副 署 長

副      書      長

副      目      長

筆頭特別国税調査官 (法人担当)

特別 国税調 査 富 (法 人 担 当 )

特別 国税調 査 宮 (法 人 担 当 )

特別 国税調査 富 (法 人 担 当 )

特別 国税調査 官 (法 人 担 当 )

特別国税調査官付 連絡雷鳳整官

特別 国税調査 富 (源 泉担 当 )

本塚

前田

石塚

中道

遠藤

宮下

大野

松村

上田

柳田

永坂

浩二③
美樹⑤
博一⑤
孝夫
弘和

勉

敏治③
裕之⑤
正勝

奉子⑮
一雄

法人課税第1部門 続括国税調査官

法人課税第2部門 続括国税調査官

法人課税第3部門 続括国税調査官

法人課税第4部門 統括国税調査官

法人課税第5部門 続括国税調査官

法人課税第6部 F写 続播国税調査官

法人課税第7部門 納括国税調査官

情報技術 専 門官 (法 人担 当 )

国際税務 専 門官 (法 人 担 当 )

特 月じ 調 査 情 報 官

書 理 専 門 官 (法 人 担 当 )

審 理 専 門 官 (源 泉 担 当 )

法 人 課 税 部 門 連 絡 調 整 宮

楠

吉田

武隈

山形

山口

村重

辻元

林

助田

木島

川原

原

北野

卓也③
聡全⑤
蘭子④
裕美⑤
裕幸

陽一

晃広

雅人⑩
正明

誠

由美

真紀⑤

肇③

金沢税務署法人関
―
係職員

(令和5年 7月 10日現在 )



議 議

相 醸

囚

一― 最近相談の多い

事例よリーーー

適格請求書等保存方式開始後の免税

事業者からの仕入れ税額控除について

適格請求書等保存方式の開始後一定期間は、免

税事業者からの仕入税額相当額の一定割合を控

除できる経過措置があるそうですが、この場合の仕入税

額控除の要件について教えてください。

なお、この経過措置の適用を受けるためには、次の事

項が記載された帳簿及び請求書等の保存が要件となり

ます。

■帳簿

区分記載請求書等保存方式の記載事項に加え、例え

ば「800/0控 除対象」など、経過措置の適用を受ける課税

仕入れである旨の記載が必要となります。具体的には、

①課税仕入れの相手方の氏名又は名称 ②課税仕入れ

を行った年月日③課税仕入れに係る資産又は役務の内

容及び経過措置の適用を受ける課税仕入れである旨

④課税仕入れに係る支払対価の額。

■請求書等

区分記載請求書等と同様の記載事項が必要となりま

す。具体的には、①書類の作成者の氏名又は名称 ②課

税資産の譲渡等を行つた年月日 ③課税資産の譲渡等

に係る資産又は役務の内容 ④税率ごとに合計した課税

資産の譲渡等の税込価額 ⑤書類の交付を受ける当該

事業者の氏名又は名称。

適格請求書等保存方式の下では、適格請求書発

行事業者以外の者 (消費者、免税事業者又は登

録を受けていない課税事業者)からの課税仕入れにつ

いては、仕入税額控除のために保存が必要な請求書等

の交付を受けることができないことから、仕入税額控除

を行うことができません。

ただし、適格請求書等保存方式開始から一定期間は、

適格請求書発行事業者以外の者からの課税仕入れで

あつても、仕入税額相当額の一定割合を仕入税額とみな

して控除できる経過措置が設けられています。

【経過措置を適用できる期間等】

期 間 害J 口

令和5年 10月 1日 から

令和8年9月 30日 まで
仕入税額相当額の80%

令和8年 10月 1日 から

令和 11年 9月 30日 まで
仕入税額相当額の50%

>インボイス制度特設サイト

インボイス制度の概要、制度について解説

した動画 (国税庁動画チャンネル)、 取扱通

達、Q&A、 オンライン(全国どこからでも参加

可能)や税務署等の説明会開催情報や申請

手続、免税事業者の方向けのコンテンツも掲

載しています。

>制度についての一般的なご質問は

チャットボットに質問をご入力頂くと、AIを活

用して24時 間自動でお答えします。また、軽

減。インボイスコールセンターでは一般的な

ご質問にお答えします。

フリーダイヤル 0120-205-553(無 料)

9100～ 17:00(土日ネ兄除く)

インボイス制度

特設サイト

チヤットボットは

こちらから

Ⅷ
※個別相談は、所轄の税務署への事前予約をお願いします。

●

新
会
員
紹
介

（令
和
五
年
二
月
一
日
か
ら六

月
三
十
日
ま
で
）

◆
法
人
名
　
◆
代
表
者
名

【法
人
会
員
】

（有
）
シ
ス
テ
ム
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ

黒
氏
経
営
（同
）

（有
）中
山
新
聞
店

（株
）北
陸
住
宅
ケ
ア

（株
）
Ｆ
ｏ
ｒ
　
Ａ
Ｌ
Ｌ

（株
）金
沢
わ
く
わ
く
不
動
産

（有
）永
田
設
備

明
祥
物
流
（株
）

（株
）
浜
崎
電
工

Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
（株
）

（紳
じ
１
６
５
ｌ
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
♀
ｉ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

（株
）
ム
ラ
タ
・エ
フ
・イ
ー

（株
）
ス
マ
イ
ル
フ
ア
ク
ト
リ
ー

（株
）
Ｋ
Ｅ
Ｙ

（株
）
ヨ
コ
タ
フ
ロ
ー
リ
ス
ト

（同
）
Ｈ
Ｇ
Ｊ

（株
）
フ
ア
ン
カ
ン
パ
二
十

（株
）松
本
板
金
工
業

社
会
福
祉
法
人
若
松
福
祉
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
粋
な
き
も
の
倶
楽
部

（株
）
オ
ー
タ
ム

Ｄ

Ｅ

Ｌ

Ｉ

Ｇ

Ｈ

Ｔ

Ｌ

Ｌ

Ｃ

谷
口
　
修

一

黒
氏
　
宇
吉

中
山
　
尚
英

烏
田
　
佑
介

本
多
　
清

一

宮
下
　
幹
雄

永
日
外
喜
男

日
和
　
期
磨

浜
崎
　
智
尚

白
江
誠

一
郎

武
腰

　

一
人

村
田
　
　
徹

林
　
　
禎
人

水
野
　
有
貴

横
田
　
恭

一

塩
谷
ち
さ
と

【個
人
会
員
】

米 鶴 米 松 神 吉
沢 賀 沢 本 並 川

雄  俊 大
寛 子 寛 明 輝 巧

5



雇
用
拡
大
及
び
賃
金
引
上
げ
を

後
押
し
す
る
税
制
改
正
を
！

―

令
和
六
年
度
税
制
改
正
要
望
姦
世
―

石
川
県
法
人
会
運
合
会
で
は
、
役
員
・委

員
か
ら
の
税
制
改
正
に
関
す
る
意
見
や
要

望
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
塁
に
、
「令
和
六

年
度
税
制
改
正
要
望
（案
と
を
取
り
ま
と
め
、

全
法
連
に
提
出
し
ま
し
た
。

に
は
給
付
金
等
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と

③

ジ
子
不
リ
ツ
ク
医
薬
品
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ

り
医
療
費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
医
療
費
控
除
を
廃
止
し
社
会
保
険
制

度
で
手
当
て
す
べ
き
で
あ
る
。

に
す
べ
き
で
あ
る
。

日

【
】

6

贈
与
税
・相
続
税

法

人

税

雇
用
の
拡
大
と
賃
金
引
上
げ
税
制
の
拡
充

中
小
企
業
の
慢
性
的
な
人
材
不
足
の
解
消
を

図
る
た
め
、
一屋
用
の
拡
大
及
び
賃
金
の
引
上
げ

を
後
押
し
す
る
税
制
の
拡
充
を
強
く
求
め
る
。

ま
た
、
日
本
の
会
社
総
数
の
九
九
・七
％
は

中
小
企
業
で
あ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
歳

入
確
保
の
観
点
か
ら
、①
中
小
企
業
の
法
人
税

の
軽
減
税
率
適
用
金
額
を
拡
大
す
る
こ
と

②

特
定
中
小
企
業
者
に
対
す
る
法
人
税
の
軽
減

税
率
を
新
設
す
る
こ
と

③
実
効
税
率
を
引
き

下
げ
る
こ
と
を
求
め
る
。

（１
）
軽
減
税
率
制
度
の
撤
廃

軽
減
税
率
制
度
は
、①
消
費
税
の
逆
進
性
の

観
点
か
ら
、
低
所
得
者
層
の
税
負
担
を
軽
減
す

る
効
果
が
少
な
い
こ
と

②
軽
減
税
率
の
対
象

範
囲
を
合
理
的
か
つ
公
平
に
区
分
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
り
明
確
性
に
欠
け
る
こ
と

③
事

業
者
の
事
務
負
担
や
経
済
的
負
担
が
増
大
す

る
な
ど
問
題
点
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
税
務
行

政
コ
ス
ト
が
増
加
す
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

簡
素
な
税
制
、
税
負
担
の
公
平
及
び
低
所
得

者
層
の
消
費
税
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
に
は
、

軽
減
税
率
制
度
を
撤
廃
し
て
単

一
税
率
に
戻

し
、
低
所
得
者
に
対
す
る
給
付
金
付
き
税
額
控

除
制
度
等
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

（２
）
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
弾
力
的
措
置

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
）
に
つ
い
て
は
、①
事
業
者
に
過
重
な
事
務
負

担
を
強
い
る
こ
と

②
免
税
事
業
者
が
取
引
か

ら
排
除
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

免
税
事
業
者
に
対
す
る
適
格
請
求
書
等
保
存

方
式
の
弾
力
的
な
措
置
を
、
よ
り
一
層
拡
充
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

各
種
控
除
の
見
直
し

所
得
税
の
各
種
控
除
は
、
社
会
構
造
の
変
化

に
対
応
し
て
合
理
的
な
も
の
に
見
直
す
必
要

が
あ
る
。

特
に
医
療
費
に
つ
い
て
は
、①
社
会
保
障
制

度
に
よ
り
高
額
療
養
に
は
補
て
ん
金
が
支
給

さ
れ
て
い
る
こ
と

②
保
険
会
社
と
の
契
約
者

事
業
承
継
税
制
の
要
件
緩
和

市
場
性
が
な
い
中
小
企
業
の
未
上
場
株
式
は
、

後
継
者
に
承
継
さ
せ
る
際
に
ど
の
よ
う
に
評
価

す
る
か
に
よ
っ
て
税
負
担
が
大
き
く
変
わ
る
こ

と
か
ら
、
承
継
す
る
株
式
を
評
価
減
で
き
る
制

度
の
導
入
な
ど
、
中
小
企
業
者
の
事
業
承
継
税

制
の
要
件
を
緩
和
す
る
措
置
を
求
め
る
。

ま
た
、
生
前
贈
与
制
度
の
更
な
る
拡
充
を
図

る
た
め
、
事
業
を
引
き
継
ぐ
側
が
受
け
ら
れ
る

減
税
措
置
及
び
納
税
猶
予
に
つ
い
て
よ
り
一
層

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
承
継
す
る
株
式
を
生
前

贈
与
し
た
場
合
に
、
相
続
時
の
株
式
の
評
価
額

が
下
落
し
て
い
る
場
合
に
は
、
贈
与
時
点
の
評
価

額
を
相
続
時
の
評
価
額
で
再
計
算
で
き
る
よ
う

固
定
資
産
税
評
価
額
の
見
直
し

地
方
税
法
で
は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

と
な
る
固
定
資
産
税
評
価
額
は
適
正
時
価
に

よ
り
評
価
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
土
地
の
評

価
額
に
つ
い
て
は
実
到
価
格
と
乖
離
し
て
い
る

も
の
が
多
く
、
ま
た
家
屋
の
評
価
額
に
つ
い
て

は
、
減
価
償
却
後
の
残
存
価
格
と
比
較
し
て
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。

固
定
資
産
税
評
価
額
を
算
定
す
る
際
に
は
、

経
済
実
態
に
即
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
及
び

評
価
基
準
及
び
算
定
基
準
を
明
確
に
し
て
、

「公
平
」
か
つ
「中
立
」
で
、
国
民
に
わ
か
り
や
す

い
「簡
素
」
な
制
度
に
見
直
す
こ
と
を
求
め
る
。

ま
た
、
事
業
用
資
産
へ
の
課
税
の
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
償
却
資
産
に
お
け
る
「少
額

資
産
」
の
範
囲
を
国
税
の
中
小
企
業
に
対
す
る

少
額
減
価
償
却
資
産

奮
一十
万
円
）
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

オンターネ で

セミナー受講
一流の講師陣によるセミナーが500
タイトル以上 !会員の方は、映像と音

声による本格的セミナーを無料で受

講いただけ

ます。
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セミナーJ盗



|

第
三
十
八
回
通
常
総
会

開

―

役
員
改
選
、新
体

一印

．

五
月
十
九
日

（金
）
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
に
て
青
年
部
会
第
二
十
八

回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

審
議
事
項
と
し
て
「任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
の
件
」
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
部
会

員
数
及
び
事
業
数
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

理
事
総
数
の
増
員
を
目
的
に
ズ
Ａ
則
変
更
の

件
」
が
上
程
さ
れ
、
こ
ち
ら
の
議
案
も
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
く
令
和

四
年
度
事
業
報
告
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く
な
か
で
も
工
夫

と
新
た
な
発
想
で
委
員
会
活
動
を
活
性
化
、

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
塾
や
金
沢
ビ
ジ
ネ
ス

ア
カ
デ
ミ
ー
、
租
税
教
室
、
公
開
講
演
会
の

開
催
等
、
公
益
事
業
の
進
化

・
発
展
に
努
め

た
こ
と
を
報
告
。
次
年
度
は
部
会
員
の
帰
属

意
識
向
上
の
た
め
の
交
流
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
共
益
事
業
の
充
実
に
も
努
め
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
総
会
、
懇
親
会
と
も
に
た

く
さ
ん
の
部
会
員
に
ご
出
席
頂
き
、
無
事
盛

会
一異
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
二
十
名
の
青
年
部
会
卒
業
者

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
会
・女
性
部
癖
が

―

四
年
ぶ
り
に
マ
ス
ク
無
し
の

金
沢
法
人
会
で
は
租
税
教
育
活
動
を
公
益

　

Ｔ
賜

事
業
の
大
き
な
柱
と
し
て
お
り
、
毎
年
、
子

ど
も
た
ち
に
税
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
の
租

税
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
小
学
校

二
十
五
校

全
自
年
部
会
二
十
三
校
、
女
性
部

会
二
校
）
で
開
催
し
、
六
年
生
児
童
千
五
百

八
十
一
人
が
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
度
の
「青
年
部
会
会
員
数
報
告
」
で
金
沢

法
人
会
が
つ
い
に
会
員
数
日
本

一
と
な
り
ま
し

た
。
歴
代
の
部
会
長
は
じ
め
役
員
の
方
々
が
つ
な

い
で
き
た
も
の
を
会
員
数
日
本

一
と
で
フ
素
晴
ら

し
い
結
果
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

日
本

一
大
き
な
青
年
部
会
と
し
て
誇
り
を
持

ち
、
本
ラ
後
も
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
Ｈ

五
月
八
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
五
類
感
染
症
に
移
行
と
な
り
、
感
染
対
策

に
注
意
を
払
い
つ
つ
も
四
年
ぶ
り
に
マ
ス
ク
な

し
で
の
授
業
も
実
施
。
子
ど
も
た
ち
に
税
の
役

割
や
大
切
さ
を
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
一
億
円
の
札
束
を
持
ち
上
げ
る
場
面

で
は
、
ど
の
教
室
で
も
歓
声
が
あ
が
り
、
そ

れ
ま
で
お
と
な
し
か
っ
た
児
童
も
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
お
金
の
重
み
を
体
感
し
て
い
ま
し
た
。

【
常

任

顧

問

】

【
部

会

長

】

【
副

部

会

長

】

奥
村
　
日日
弘

【
理
　
　
事

】

柏
野
　
亘
（吾

西
田
　
洋
平

宮
野
　
義
隆

永
田
　
　
賢

西
川
　
泰
史

喜
多
　
辰
徳

宮
西
　
　
司

【
監
　
　
事

】

●
地 略

発i

蟹瀬部会長を議長に害読が進められた。

鶴  小 後 安 西
見  杉 藤 田 村

昌  淳 剛 貴 洋
平  文 司 俊 志

1億円の重さに歓声があがる (女性部会)。

蟹
瀬
　
　
克

若
松
　
孝
夫

吉
谷
　
哲
朗

黒
田
　
朋
宏

中
田
　
大
介

米
田
　
早
織

川
端
裕

一
郎

磯
野
　
秀
和

徳
本
　
真

一

稲
田
　
耕

一

小
池
田

一
孟

田
中
　
瑞
樹

木
元
　
　
拓

小
間
井
大
祐

西
江
　
顕
治

二
日

　

寛

青年部会

新部会長

若松 孝夫
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令
和
五

・
六
年
度
役
員

ぬ 公繊 a′と大歳沢′去大会蘇 船 第 38回 通 常 繊 会

チャレンジしていきま硯

青年部会報の創刊など新しい事

業にも
よ しヽお願t しますたヽろ

分かりやすい教材を工夫して (青年部会 )



女
性
フ
オ
ー
ラ
ム
愛
媛
大
会
に
参
加

―

記
念
講
演
は
夏
井
い
つ
き
氏
の

令
和
五
年
四
月
十
三
日

（木
）
、
愛
媛
県
松

山
市
の
「ア
イ
テ
ム
え
ひ
め
」
に
て
、
第
十
七

回
法
人
会
全
国
女
性
フ
オ
ー
ラ
ム
愛
媛
大
会

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
千
八
百
人
を
超
え

る
女
性
部
会
員
が
集
い
ま
し
た
。
俳
句
王
国

と
も
言
わ
れ
る
愛
緩
螺
で
の
大
会
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「愛
顔
咲
く
〉黙
イン
ナ
た
ち

の
新
時
代
～
と
も
に
拓

こ
う

媛
の
国
か
ら

～
」
で
す
。

第

一
部
の
記
念
講
演
は
、
俳
旬
集
団

「
い
つ

き
組
」
組
長
で
あ
り
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
ご

活
躍
の
俳
人

・
夏
井
い
つ
き
氏
に
よ
る
句
会

ラ
イ
ブ
で
し
た
。
俳
旬
を
作
る
コ
ツ
を
学
び
、

参
加
者
が
五
分
間
で

一
首
ひ
ね
り
ま
す
。
第

二
部
の
式
典
を
挟
ん
で
、
第
二
部
は
旬
会
ラ

イ
ブ
第
二
弾
で
す
。
第

一
部
で
投
句
の
あ

っ

た
千
五
百
首
に
つ
い
て
優
秀
作
品
の
発
表
と

講
評
が
夏
井
講
師
よ
り
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
、

拍
手
の
大
き
さ
で

一
位
を
決
定
。
選
ば
れ
た

句
と
作
者
に
、
会
場
か
ら
再
び
大
き
な
拍
手

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
四
部
は
懇
親

会
。
ま
だ

コ
ロ
ナ

禍
を
脱
し
た
と
は

言
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
着
席

で
ご

当
地
自
慢

の
お
弁

当
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ

ヨ
ン
で
は
、
全
員

参
加

の
野
球
拳
で

ｔ
寸
一
一

↓．イ一裏

会
場
全

盛
り
上
が

翌
日
は
道
後
温
泉

〈
フ
払佃

市
の
か
オ
ル
メ
ー
カ
ー

・
コ
ン
テ
ツ
ク
ス
（株
）

を
訪
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
千

光
寺
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
尾
道
と
瀬
戸
内
の
風

景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

令
和
五
年
五
月
二
十
三
日

（火
）
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ

テ
ル
金
沢
に
て
、
第
二
十
八
回
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
紹
介
、
細
川
部
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
村
井
専
務
理
事
よ
り
任
期

満
了
に
伴
い
役
員
改
選
を
行
い
た
い
と
の
説

明
が
あ
り
、
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
続

い
て
、
令
和
四
年
度
事
業
報
告
及

び
同
収
支
決
算
報
告
と
令
和
五
年
度
事
業
計

画
及
び
同
収
支
予
算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
は
、
令
和
四
年
七
月
に
石
川

県
副
知
事
に
就
任
さ
れ
た
西
垣
淳
子
氏
に
よ

る
『デ
ジ
タ
ル
時
代
の
価
値
創
造
』
で
し
た
。

西
垣
副
知
事
は
通
商
産
業
省

（現

経
済
産
業

省
）
に
入
省
さ
れ
、
経
済
産
業
研
究
所

の
上

席
研
究
員
等
の
要
職
を
歴
任
し
、
知
的
財
産

戦
略
な
ど
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。

講
演
で
は
、
Ｉ
Ｔ
化
か
ら
Ｄ
Ｘ
化
へ
の
変
遷
、

Ｄ
Ｘ
化
の
時
代
に
お
い
て
は
経
営
の
在
り
方

を
見
直
し
、
デ
ー
タ
の
生
み
出
す
価
値
を
と

な
例
を
あ
げ
な

が
ら
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

日
本
が
抱
え

る
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
地
方

の
過
疎
化
問
題
等

に
つ
い
て
Ｄ
Ｘ
で
の
変
革

の
可
能
性

の
お
話
も
あ
り
、
参
加
者
は
真
剣

な
面
持
ち
で
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

そ

の
後
、
開
催
さ
れ
た
懇
親
会

に
は
、
ご

来
賓
を
は
じ
め
記
念
講
演
会
講
師

の
西
垣
副

知
事

に
も

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
細
川
部
会

長
と
新
委
員
長
四
名

の
挨
拶
や
今
後

の
抱
負

に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
、

コ
ロ
ナ
明
け

に
ふ
さ
わ
し

い
和
や
か
で
華
や
か
な
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。

金沢法人会の細川部会長がスローガンを読み上げた。

昨年、たくさんのタオルを寄贈して頂いたお礼を兼ねてコンテックス

様を訪ねた。

西垣石川県副知事を言毒師に記念講演が行われた。

ら
え

て
変

革
さ
せ
て

い
く

こ
と

が
重
要
で

あ
る
こ
と
、

ま

た
、
デ

ザ
イ

ン
思

考

・
デ
ザ

イ

ン
経
営

戦
略

に
つ

い
て
様

々

第
二
十
八
回
通
常

―

西
垣
副
知
事
を
講
師
にこ【

副

部

会

長

】

【
理
　
　
事

】

小
林
　
花
代

武
部
　
淳
子

岡
田
　
真
澄

石
倉
　
斜
子

坂
北
　
千
恵

船
崎
外
茂
子

鶴
賀
　
雄
子

木
下
員
知
子

高
田
　
英
美

8

網川部会長を議長に審議が進められた。



二ヽ

一教
養
サ
ロ
ン
を
開
催

―

健
康
と
美
し
さ
の
た
め
の
心
地
よ
い
眠
り
と
は
―

令
和
五
年
七
月
十
二
日

（水
）
、
高
尾
台
の

石
田
屋

「ガ
マ
ダ
ン
」
に
て
、
金
沢
法
人
会
女

性
部
会
の
ミ
ニ
教
養
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
梅
雨
の
合
間
の
爽
や
か
な
日
差
し
の
中
、

超
モ
ダ
ン
な
建
物
は
内
装
に
ム
ク
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
柔
ら
か
な
空
間
で
、
緑
あ
ふ

れ
る
庭
に
は
ア
ガ
パ
ン
サ
ス
の
薄
青
紫
の
花

が
彩
り
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

講
師
は

（株
）
石
田
屋
代
表
取
締
役
の
田
中

陽
雫
美
氏
で
、
「人
生
の
何
分
の
一
か
は
、
お

布
団
の
中
の
時
間
。
熟
睡
は
明
日
へ
の
活
力

で
あ
り
、
深
い
眠
り
の
た
め
に
は
寝
具
選
び

が
重
要
で
あ
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
お
話
の

後
の
ラ
ン
チ
に
は
、
発
酵
食
を
ベ
ー
ス
に
し
た

手
作
り
感
あ
ふ
れ
る
料
理
が
並
び
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

映
え
す
る
華
や
か
な
盛
り
付
け
に
、
会
員
同

士
の
会
話
も
弾
み
ま
し
た
。

食
事
の
後
、
希
望
さ
れ
た
方
は
石
田
屋
さ

ん
の
寝
具
等
を
拝
見
し
、
天
然
素
材
中
心
の

質
の
高

い
品
揃
え

に
、
感
嘆
の
声

が
上

が
っ

て
い
ま
し
た
。

経
営
を
学
び

語
り
含
お
う

女性部会では例年、「税に関する絵

はんヾきコンクール」を開催していま或

今年も実施するにあたり7月 27日

(木 )、 細川エリ子女性部会長らが金

沢税務署を訪れて本塚署長に協力を

依頼。税務署の窓回等に置いて頂き

多くの人の目に触れるよう、応募用紙

を手渡しました。__i
一日

金1沢税務署長に

「稿に置する結はiがき

コ|ンクール」への

協1カを篠頼

支部

研修会
報告

◆
日
時
／
令
和
五
年
七
月
二
十

一
日
（金
）

◆
場
所
／
犀
川
公
民
館

◆
テ
ー
マ
・
講
師

こ
れ
だ
け
Ｈ
事

（株
）
は
く
さ
ん
パ

公
認
会
計
士

税
理
士

苦
谷

哲
朗
氏

屋
川
支
部
研
修
会

◆
日
時
／
令
和
五
年
八
月
四
日
（金
）

◆
場
所
／
金
沢
も
の
づ
く
り
会
館

◆
テ
ー
マ
・講
師

人
を
喜
ば
是
る
生
き
方

～
掃
除
に
学
ぶ
～

金
沢
法
大
会
副
会
長

市
山
　
勉
氏

白
灘
支
部
研
修
会

チ
ャ
リ
テ
イ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

◆
日
時
／
令
和
五
年
四
月
十
三
日
（木
）

◆
場
所
／
能
登
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

当日集まつた寄付金で、東三塚地区の学童に児童図書や

知育玩具を寄贈した。

東
三
塚
支
部

内
灘
海
岸
美
化
清
掃

◆
日
時
／
令
和
五
年
七
月
二
日
（日
）

◆
場
所
／
大
根
布
Ｊ
Ｃ
Ｔ
近
く
の
海
岸

支部役員と家族26名 が参加し、早朝から汗を流した。

内
灘
支
部
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多白
ヒ
様に安心・安全を届けるために

光和防災 (株 )

金沢市上荒屋7167
TEL 076-240-2794

取締役岡田 真澄

らなる

案PrOfile
出身地鰺 白山市

業務内容甕消防設備保守・点検及び工事 電気通信工事

(監視カメラ 顔認証末端設備など)管工事

座右の銘警備えあれば憂いなし ―念天に通ず

推

一

垂

轟
移
垂
纂
尋
麗
の
三
寺
太
筆

当
社
は

一
九
八
七
年
（昭
和
六
十
二
年
）
に

光
和
防
災
設
備
と
し
て
現
社
長
の
主
人
が
起

業
し
、
一
九
九
〇
年
（平
成
二
年
）
に
法
人
化
し

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
主
人
は
高
校
卒
業
後
、

東
京
本
社
の
防
災
メ
ー
カ
ー
に
入
社
し
て
七

年
間
在
籍
し
、
実
家
の
都
合
で
会
社
を
や
む

な
く
退
社
し
て
金
沢
に
戻
り
、
そ
の
後
独
立
を

し
て
現
在
十
九
名
の
社
員
と
共
に
火
災
報
知

設
備
や
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
な
ど
の
消
防

設
備
の
施
工
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
中
心
に
し
、

最
近
で
は
物
騒
な
世
の
中
の
安
心
・安
全
に
少

し
で
も
寄
与
し
た
い
と
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

工
事
も
積
極
的
に
展
開
し
、
本本
社
の
理
念
で
も

あ
り
ま
す

「お
客
様
や
地
域
に
安
全
と
安
心

を
提
供
し
ま
す
」
を
社
員

一
丸
と
な
っ
て
毎
日

の
作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

主
人
が
独
立
を
迷
っ
て
い
る
時
に
、
主
人
か

ら
相
談
を
受
け
た
時
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
当

時
は
長
女
が

一
歳
で
お
腹
に
は
二
人
目
の
子

ど
も
を
身
ご
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
私

は
長
女
を
実
家
に
預
け
て
ま
だ
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
仕
事
は
歯
科
技
工
士
と
し
て
歯
科

医
院
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
独
立
の
相
談
を
さ

れ
た
の
は
夕
飯
の
用
意
を
し
て
い
た
時
で
背

中
を
向
け
て
い
ま
し
た
。
突
然
に
主
人
か
ら

「独
立
し
よ
う
と
思
っ
と
る
け
ど
、
ど
う
思
う

け
？
」
主
人
は
二
人
目
の
子
ど
も
も
生
ま
れ
る

の
に
と
心
配
だ
っ
た
み
た
い
で
す
。
当
時
は
主

人
の
両
親
と
同
居
し
て
い
ま
し
た
。
主
人
が
金

沢
に
戻
っ
て
来
た
の
は
義
母
が
四
十
九
歳
の

時
に
く
も
膜
下
出
血
で
左
半
身
麻
痺
に
な
り

両
親
の
面
倒
を
み
る
た
め
に
会
社
を
辞
め
て

き
た
の
で
す
。
生
活
費
は
主
人
と
私
の
収
入
で

や
り
く
り
し
て
い
た
の
で
、
ど
う
な
る
か
心
配

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
、
私
は

「や
っ
て
み
れ

ば
、
だ
め
だ
っ
た
ら
私
の
収
入
で
何
と
か
や
っ

て
い
け
る
わ
い
ね
」
と
即
答
し
ま
し
た
。
主
人

は
あ
の
言
葉
で
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
た
そ

う
で
す
。
そ
も
そ
も
私
は
自
分
の
力
で
生
き
て

い
け
る
た
め
に
と
仕
事
を
選
ん
で
い
た
の
で
、

ど
ん
な
事
に
な

っ
て
も
や
れ
る
変
な
自
信
が

あ
り
ま
し
た
。
あ
れ

か
ら
二
十
六
年
も

過
ぎ
た
の
で
す
ね
。

こ
権
沙
毎
の
入
釜
斑

瑾
尋
桑
み
ん
で
掛
曇
与
沙

義
母
は
胃
腰
を
し
な
が
ら
も
八
十
四
歳
ま

で
我
が
家
で
一
緒
に
暮
ら
し
、
十
年
ほ
ど
前
に

他
界
し
ま
し
た
。
ま
た
義
父
も
最
後
ま
で
一
緒

に
暮
ら
し
昨
年
九
十
七
歳
で
天
寿
を
全
う
し

ま
し
た
。
両
親
と
最
後
ま
で
一
緒
に
暮
ら
せ
た

事
が
私
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
現
在
の
私
の
仕
事
は
経
理
や
庶

務
を
ま
だ
し
て
い
ま
す
が
、
長
女
と
長
男
も
会

社
に
入
り
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
「夢
な
き
者
に

理
想
な
し
、
理
想
な
き
者
に
計
画
な
し
、
計
画

な
き
者
に
実
行
な
し
、
実
行
な
き
者
に
成
功

な
し
。
故
に
夢
な
き
者
に
成
功
な
し
を
」
れ
は

松
下
村
塾
の
吉
田
松
陰
の
言
葉
で
す
。
そ
れ
で

最
近
の
私
は
興
味
の
あ
る
本
を
読
ん
だ
り
、
家

族
や
友
達
や
従
姉
妹
と
美
味
し
い
も
の
食
べ

に
行
っ
た
り
、
旅
行
や
温
泉
に
行
っ
た
り
と
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

私
の
譲
れ
な
い
趣
味
を

一
つ
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
江
戸
時
代
の
絵
師
、
伊
藤
若
沖
が

大
好
き
な
ん
で
す
。
数
年
前
に
上
野
の
森
美
術

館
で
展
覧
会
が
あ
っ
た
時
は
三
日
間

一
人
で

滞
在
し
て
前
期
と
後
期
を
鑑
賞
し
て
き
ま
し

た
。
福
島
で
あ
る
と
聞
け
ば
、
ま
た

一
人
で
そ

の
た
め
に
出
掛
け
た
り
と
し
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
京
都
に
も
出
向
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
体
力
を
持
つ
た
め
に
も
そ
ろ
そ
ろ

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
通
い
の
再
開
も
し
よ
う
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
過
ご
す

た
め
に
、
心
身
と
も
に
元
気
で
い
た
い
で
す
ね
。

楽
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
皆
さ
ん
誘
っ
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
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辛

コ
ロ
ン
と
起
草

上
が
う

赤
い
お
く
る
み
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
何
と

も
愛
く
る
し
い
郷
土
玩
具
で
す
が
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
お
姿
を
し
て
い
る
か
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
。
　
　
・

加
賀

の
八
幡
さ
ん

（現

・
安

つ
た
時
の
姿
を
再
現
し
た
も

の
音
、
心斥

子
の

一
人
で
あ
る

人
が
発
案
し
た
も

の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
お
め
で
た
い

松
竹
梅
が
描
か
れ
、
高
貴
な
身

善

＃

方

♪

　

　

　

斡

分
の
方
を
写
し
て
い
る
と
あ
っ
て
お
顔
立
ち

も
風
雅
で
上
品
①
張
り
子
で
作
ら
れ
た
空

っ

ぽ
の
発
腹
虐
は
小
石
や
鈴
が
入
っ
て
い
て
、

揺
す
る
と

コ
ロ
ヨ
ロ
と
愛
ら
し
い
音
が
鳴
り

ま
す
。

ン
の
形
で
す

一翔Ｔ球贈”鰤騨卿輝中持韓輝鶉脱嚇

が
あ
り
、
病
気
見
舞
い
に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

赤
が
印
象
的
な
加
賀
八
幡
起
上
り
で
す
が
、

実
は
逝
行
思
想
に
基
づ
い
た
五
つ
の
色
が
あ

る
と
か
。
そ
れ
ぞ
れ
、
緑
は
健
康

・
成

長
、

黄
色
は
開
運
、
赤
は
安
全

。
安
産
、
白
は
縁

結
び

ｆ
達
成
、
紫
は
学
力

・
知
恵
の
意
味
を

持
ち
、
全
色
揃
え
ば
ど
ん
な
願
い
で
も
聞
き

届
け
て
頂
け
そ
う
で
す
。
発
祥
の
安
江
八
幡

宮
に
は
五
色
の
人
形
が
ま

つ
ら
れ
て
お
り
、

季
節
の
催
事
や
初
詣
で

一
般
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

金
沢
マ
ラ
ソ
ン
＆

金
沢
カ
レ
ー

金
沢
マ
ラ
ツ
ン
は

の
金
沢
開
業

に
合
わ
せ
て
二
〇

一
五
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

市
民
参
加
型
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
、
コ
ー
ス
上
に

設
け
ら
れ
た
給
食
所
で
は
全
国
的
な
人
気
の
金

沢
カ
レ
ー
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ」
の
金
沢
力

レ
ー
は
金
沢
市
を
中
心
と
す
る
カ
レ
ー
店
で
供

さ
れ
、
一ハ
十
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
老
舗
店
も
。

ソ
ー
ス
が
か
か
つ
た
と
ん
か
つ
と
千
切
キ
ャ
ベ
ツ

が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

神

で
あ
る

「応
神
天
皇
」
が
　

　

金
報

で
は
嫁
入
り
道
具

の

一
つ
と
し
て
持

た
せ
る
こ
と

を
箪
笥
に
し

県のマスコツトキヤラクター

ひやくまんさんのモデルとし

ても有名。

その時代、時代のお顔

木型に和紙を張り、胡粉を何度も重ね塗

りした上から手で彩色をしま攻く松竹梅の模

様もお顔の表情も時代 によって違い、時代

の美意識を映しているよう。古いものは直線

的な眉の形が印象的ですが、時代とともに

なだらかなカープを描いています。

振り子の九具いろいろ

加賀八幡起上りと同じ張り子の技法で、

犬や午、狂言に登場する猿などを模した愛

らしい玩具がいろいろ作られています。安産

や子滲もの成長といつた庶民のささやかな

願いが込められた微笑
´
`令ましい姿

です。

加賀魔除け虎

節旬に飾つて悪魔を払い、武勇を

念じる縁起物。勇猛な虎も何とも優し

い顔つきに。

〔協力・写真提供】全涎くら のヽ持物毎

各X市視兆協会・

入

魂
女て勧
部
静
酔
齢

し
な
い
と
い
う
言
坤
伝
え
も

残

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
〃起

捧

霊
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広岡浅子(1849-1919)
～大同生命の創業者の一人～

大同生命の礎を築いた

大坂の豪商“加島屋"

1日 肥後橋本社ビル
(設計:W,M・ ヴォーリズ)

夫同生命は1902(日月治35)年 につ1業 しました。

中小企業経曽考のもとものときの力になりたい。

倉ll業者の一人である広同法子が生命保険事業に託 した

「社会の救済」と「入宅の生滑の事定」という起いは、

いよも大同生命に受け継がれています。

その安心で、企業とともに未来をつくる。

TSくp保 ,父 1フ lレ ープ 金沢支社/石川県金沢市南町4番60号 (金沢大同生命ビル9F)
TEL 076‐231‐ 1195

さあ、保 l貞 の新次元 へ。

＼・_
DttrDθ 大同生命保険株頭会社

大同生命大阪本社ビル(大 阪市西区江戸堀)

～加島屋が店を構えた地に建つ～

峯
静

十
二　
　
　
＼＼

一】式工一ゝ
ォ十　一

「税
を
考
え
る
週
間
」
協
資

特
別
請
潤
会

Ｇ

研
修
会

Ｂ語
演
会
の
ご
案
内

日
時
／
令
和
五
年
十

一
月
十
二
日
（月
）

十
四
時
二
十
分
～

場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

本
館

大
ホ
ー
ル

◎
第

一
部
　
十
四
時
二
十
分
～

請
師
／
金
沢
税
務
署
長
　
本
塚

浩
二
氏

演
題
／
相
続
税
よ
も
や
ま
ば
な
し

◎
第

二
部
　
十
五
時
～

講
師
／
俳
優

・
タ
レ
ン
ト

・
気
象
予
報
士

石
原

良
純
氏

演
題
／
石
原
良
純
さ
ん
に
間
く
！

天
気
と
災
雷
の
備
え

一九
六
二
年
、

神
奈
川
県
生
ま

れ
。
慶
應
義
塾

大
学
経
済
学
部

卒
業
。
一
九
八

四
年
に
松
竹
富

士
映
画
『凶
弾
』

で
デ
ピ
ュ
ー
。
そ
の
後
は
、
舞
台
・映
画
・テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
な
ど
に
多
数
出
演
す
る
。
さ
ら
に
、
一
九
九
七

年
に
は
難
関
と
言
わ
れ
る
気
象
予
報
士
試
験
に
見

事
合
格
し
、
一
一〇
〇

一
年
に
『Ｆ
Ｎ
Ｎ
ス
ー
パ
十
二
ュ

ー
ス
』
に
お
天
気
キ
ヤ
ス
タ
ー
と
し
て
登
場
、
お
茶

の
間
で
人
気
と
な
る
。

俳
優
と
し
て
幅
広
く
活
躍
す
る

一
方
で
、
大
の

「鉄
道
フ
ア
ン
」
と
し
て
も
知
ら
れ
、
自
身
を
「時
刻

表
オ
タ
ク
」
で
あ
る
と
も
語
る
。

日
時
／
十

一
月
七
日

（火
）

【午
前
の
部
】

十
時
～
十
二
時

【午
後
の
部
】

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時
三
十
分

場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

請
師
／
金
沢
税
務
署

・
金
沢
市
役
所

担
当
者

※
会
員
の
方
に
は
別
途
Ｆ
Ａ
Ｘ
・メ
ー
ル
で
ご
案
内

し
ま
す
。

講
演
会
当
日
は
、
女
性
部
会
が
社
会
貢
献
活

動
の

一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「タ
オ

ル
・
石
鹸
持
ち
寄
り
運
動
」
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
事
業
所
、
デ
」
家
庭
に
手
持
ち
さ

れ
て
い
る
タ
オ
ル
や
石
鹸
に
余
裕
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
〈
ム
場
受
付
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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